
資料１１ 

鳥獣被害対策の人材育成について 

 

 道では、鳥獣による農林水産被害を受けている方や狩猟への関心が高い方々を対象に、「狩猟

免許出前教室」を実施し、野生鳥獣の保護管理の担い手として地域の自然環境に精通し地域社会

に貢献する狩猟者の育成や狩猟技術の継承を目指し、市町村の実施協力を呼びかけています。 

 

１ 実施内容 

■主  催：北海道及び実施希望市町村等 

■開催時期：随時 

■実施場所：実施希望市町村等が手配した会場 

■参集範囲：地域住民、農林水産業関係団体職員及び市町村担当職員等 

■講習内容：野生鳥獣の知識や被害状況について、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法

律の解説、狩猟免許試験受験方法など 

 

２ 令和５年度の実施状況（予定含む） 

（１）苫前町 

日時 令和５年 1０月１８日 参加者 ４０名 

内容 

ヒグマ対策の歴史 
ドローン、トレイルカメラによるヒグマ出没経路等の予測 
電気柵設置、草刈りの効果検証 
ヒグマの足跡や食害痕跡のプロファイリング、出没個体の個性分析 
箱わなによる効率的な捕獲手法 

 

（２）小平町 

日時 令和５年１１月 2２日 参加者 ２４名 

内容 
アライグマに関する基礎知識 
わなの設置方法及び処分方法 

 

（３）初山別村（予定） 

日時 令和６年２月 参加者 ４０名（予定） 

内容 

アライグマ捕獲方法や箱わなの取扱い方法 
エゾシカくくりわな捕獲方法 
捕獲個体の電気止め刺し方法 
狩猟免許取得方法 

 

※実施の希望等がありましたら、留萌振興局環境生活課自然環境係までご相談ください。 
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